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1。長者番付という本のページ数   

毎年5月になると，前年の所得納税金額且000万円以上の人の氏名．住所。納税金額が公示される。それが  

長者番付なとという名の分厚い本になって3・、4の山販社から発売される。聾者ほ国土開発山販社から山ている  

全関波板を恥入し，主として所得税制不公平問題の分析なとに利用してきたが，それらの鋸果を参考文献［1］  

、■［5］などで報告している。ところでこの本のページ故についてであるが，いわゆるバブル崩蟻前の平成3年  

分（平成4年版）は且280ページもあったのに，平成5年版は945ページになってし蓋った。しかし平成6  

年版ば953ページと，少し戻しかけていたのであるが，平成7勾三版はまたまた751ページと減少してしまっ  

た。この本のページ数からだけでも呆気の消長をうかがうことができようというものである。  

2．春日部の展薯  

［5］に番日都税務署の梁料にもとずく平成3年分ならびに4年分についてのパレート図を紹介しているが，  

この税務署の管碑ほ埼玉県の番目部恥岩槻巾，久寓市，速断打，番手市，繭埼蒐郡，北葛飾都である。この地  

域は従来純然たる農業地辟であったが，巌近はベッドタウン化が急速にすすみ，土地の売買なども活発におこな  

われてきている。ここで，この地域での平成5年分ならびに6年分について考案してみよう。  

削。  累積分布表（番目瀞平成5～6年馴  

納税額 人数（人）  罷職金額（百方円）  貫徹人数（人）  

（百万円）  5年分   6年分   5年分   6年分   5年分   6年分   

150以上   2   0   5 68   O 2   0   

14 0－－15 0   0   0   5 68   0   2   0   

13 0－－14 0   0   0   5 6 8   0   2   0   

12 0・－13 0   2   0   818   0   4   0   

1且 0・－12 0   0   8 且 8   115   4   

10 0一－110   4   0   12 こI8   115   8   

9 0－－10 0  1   0   115   0   12 38  8   

80～  9 0   5   3   4   14 9 3   4 5 5   11  

7 0・－ 80   3   0   且 7 且 8   4 5 5   14   5   

6 0・－  7 0   9   3   2 3 0 3   8 5 0   2 3   8   

5 0一－  60   7   6   2 68 8   9 8 0   3 0   14   

4 0・－  5 0   L5L5 9   3 3 6 3   13 8 5   4 5   2 3   

3 0・－  4 0   4 6   ‖  26   4 9 7 3   2 2 g 5   91   4 9   

2 0－－   3 0   91   9 2   7 248   4 5 9 5   18 2   141   

10・～  20  417   3 2 3   12 8 9 9   903 6   5 9 9   41Q31p 

平均金額   5年分平均＝21．畠3（百方門）．¢年分平均＝19．47（百方円）   
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［5］の累積百分率表からは，平成5年分は4年分よりも記載者敷が多く，パレート囲もふくらみ，巌気も回模  

しつつあるかにみえた。しかし平成6年分では，景気はむしろ後退してしまっているようにみえる。それは，表  

1にみられるように高額納税者敷が599名から464名に激減したこと，また例えば納税金額120（百万円）  

以上の超高額納税者数が4名から0名になってしまったことなとからわかる．  

3．カイ離係数でくらべてみると  

／ルート図をかいてみると，上のことより当然なから，平成6年分のものの方が5年分のものよりも，不平等  

度を表す弓形の面積が小さくなるという形で表現されるが，そのことは，［5］で提唱したカイ離係数からもす  

ぐにわかる。このカイ離係数γは次のような係数である。いまの場合，所得納税金額を高金額順にならべたとき  

の，累積人数率を横軸，累積金額率を縦軸にとってかいたパレート曲線上で完全均等線とのカイ離が一番大きい  

点の座標をP（Ⅹり，y。）とするとき，カイ離係数は γ＝y。一X．，によって求められる。この値を求めるに  

は．キチンとした累積百分率表を作っておく必要はない。単に平均金額〟以上の人数およびその人たちによる累  

積金額と総人数，総金額がわかっていればよい。例えば春日部平成6年分についてはレ＝19．47（百万円）  

なので，これを20（百万円）とみることにすると，表1より  

Ⅹ。＝141／464＝0．3039， y‖＝4595／9036＝0．5085  

が得られる。よって，カイ離係敬は  

γ＝0．5085－0．3039＝0．2046  

と求まる。   

一方，平成5年分については（平均を20とみることにして）．表1より  

Ⅹ。＝182／599＝0．3038， y．，＝7248／12899＝0．5619．   

よって，カイ離係数として  

γ＝0．5619－0．3038＝0．2581  

が得られる。   

表2に，春日部における平成3年分～6年分の記載者数，平均納税額．カイ離係数を示す。  

表2． 春日部での記載者数，平均納税額，カイ離係数  

年次   平成3年分  平成4年分  平成5年分  平成6年分   

記載者軟   993   553   59！）   464   

平均納税額惰珊）   24．59  20．32  21．53  19．47   

カイ離係数   0．26   0．22   0．26   0．20  
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